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   第４８８回月例会 

演    題 「コロナ禍における感染対策と災害食の役割」 

                          甲南女子大学名誉教授 奥田 和子  氏 

（令和２年１１月１９日 神戸三宮東急 REI ホテル） 

 

 

《山本会長あいさつ》 

     
 

 本日はご多忙中にも関わりませず、11 月の月例

会にご参加いただき、ありがとうございます。 

 昨日は兵庫県でも新型コロナウイルスの感染者

が 100 人を超えてしまいましたが、本日の講師で

ある奥田先生に非常にタイムリーな話題でご講演

をいただくことになり、非常に楽しみにしており

ます。 

 今年はコロナに始まり、コロナに終わるという

ことになりそうですが、このコロナ禍は来年もま

だまだ続きそうです。 

 私たちは 25 年前に阪神・淡路大震災を経験しま

したが、当時は電気もガスも 4 月頃まで止まり、

衛生面でも非常に困窮したことを思い出します。 

 コロナ禍の中、私たちは「With コロナ」で乗

り切りたいと考えており、本日のご講演を参考に

させていただきたいと思っております。 

 

《奥田 和子氏 講演》 

     

 

 本日はスペイン風邪の予防、食べ物を提供する

人たちの PCR 検査の必要性、コロナ禍での災害食

の役割についてお話をさせていただきます。 

 

 スペイン風邪は約１００年前に流行った感染力

の強い疫病でした。当時の文献では熱湯消毒が大

変大事であると言及されていました。なぜかわか

りませんが、現在ではそのことについて何も言わ

れませんし、食器の洗い方や殺菌の徹底について

もなにも言われていません。 

 当時の日本では、食器による伝染の可能性と多

人数による密集防止が言われていました。しかし、

現在では食器の煮沸消毒の徹底など一切言及され

ていません。今は「離れろ、離れろ」とか「酒を飲

むな、さわぐな」ばかりです。 

 

    
 

 飲食店では健康な者とそうでない者が混在して

食器などを使うわけですから、食器から感染する 

可能性は十分にあるわけです。とにかく飲食店で

は客だけでなく、料理人、配膳係と多くの提供す

る人たちがいます。多分陽性と陰性の両者が混在

しており、飲食店に対して不安に思っているので

はないか。 

 先日大阪の福島区で災害食啓発のボランティア

をしましたが、強制的に帽子を被らせ、手袋をは

めさせました。帽子を被るということは頭の毛に

付着したウイルスがかかることを防ぐためです。

さらに地上に落ちたウイルスは靴底に付着してし

まいます。だから帽子の中に髪を全部入れさせま

す。マスクだけでは駄目なのです。 
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 厚生労働省の Q&A には新型コロナウイルスは

70℃以上の熱湯処理で防げると書いています。し

かし、食器などに食器のウイルスが付着している

のに、ラーメン屋などで食器の熱処理をきちんと

しているのを見たことがありません。ラーメンウ

イルスを食べていることになります。 

 飲食店もきちんとやれば店を閉めることにはな

らないのです。普段からそのような体制になって

いません。食洗機を持っていない店が多いのです。

食器を熱湯で洗うという大切なことをマスコミは

一切言いません。 

 WHO（世界保健機構）では、動物の生食は止め

るようにと警告しています。70℃以上で加熱して

ないものは食べないようにしなければならないの

です。曖昧なやり方だから感染が拡大していると

思っています。 

 厚生労働省は食中毒の注意事項を守れば問題は

起きないと言っており、すべての飲食店に食洗機

を置くべきなのです。 

  

 コロナ禍で困ることは PCR 検査が進んでいな

いことです。私の提案ではなまものは危ないから

弁当に入れないという常識さえない人たちが多い

ので、食べ物を作る人は必ず PCR 検査をしなけれ

ばならないということです。 

 

   
  

 きちんとした飲食店では、和食、中国料理も西

洋料理の料理人たちも全部帽子を被っています。

帽子を被らない料理人は駄目なんです。 

 食品加工業者も接客業者も皆な定期的に PCR

検査をしなければならないと思います。 

 北海道では給食センターの料理人に陽性反応が

出て、給食が停止してしまったという事例があり

ました。定期的な検査をしていなかったからです。 

 ヨーロッパでも、食肉工場でクラスターが起こ

りました。その職場は流れ作業なのでソーシャル

ディスタンスが取れなかったり、東欧からの出稼

ぎ労働者が多かったので、送迎バスでの移動など

のため密な状態になっていました。 

 

 アメリカ、フランスなどでも同様に職場でクラ

スターが発生しています。 

 PCR 検査など適切な対応ができていなかった

からです。 

  

 
 

 皿にどれだけウイルスが付着しているかを調べ

た実験結果がないためか、マスコミでは一切言及

されていません。 

 私たちが持っている経験則というものをまった

く無視されているのです。 

 100 年前からの熱湯消毒の有効性という経験が

無視されていますが、経験というものが重んじら

れなければなりません。 

 

 私は白内障の手術のため 7 月と 9 月に入院して

いましたが、私の病室の一階下で陽性者が出まし

たが、濃厚接触者の PCR 検査結果は陰性でしたと

いう張り紙が張られていました。これは前後が逆

で病院は予め PCR 検査をしておくべきだったの

です。 

 食べるということはウイルスも一緒に食べる可

能性があるということを自覚し、ウイルスが混入

しないようにしなければなりません。 
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家庭ごみは密閉して捨てるとか、家庭でも飲食

店でも消毒を徹底することが重要なのです。マス

コミはもっとこのようなことを宣伝すべきなので

す。 

 

    
 

 今複合災害が起きています。大洪水災害があっ

た熊本県球磨川流域では大変なことになっていま

す。県外からボランティアが入れないのです。私

たちも入れませんでした。ボランティアが来ない

から現場は人手不足で困っているのです。他県か

らの企業の災害支援も断っている状況でした。 

 熊本県でのアンケートではコロナ禍の中で県外

からの来訪者はボランティアでも来ないで欲しい 

というのが被災者の 8 割の意見です。そのために

片付けが進まないのはおかしなことです。ボラン

ティアにあらかじめ PCR 検査をして陰性なら受

け入れるという方法はとれないでしょうか。 

 

 日本災害食学会では多くの食品を災害食として

認定しています。ここに一部のサンプルを持って

きましたので、皆さん使い捨て手袋を各自はめて

ご覧ください。 

 

   
    （災害食を直に手に取る参加者） 

 

  

 

  

これらはネットで買えるものも多いのですが、コ

ロナ禍のなかでこのような食品の売り上げがどの

ようになっているかを調べてみました。 

 相対的に災害食の売れ行きはとても良かったで

す。このことは災害食が安心な食品だからだと思

います。災害食と飲食店で出されているものを比

べてみると、衛生面で雲泥の差があります。 

 災害食は家で作るのが面倒なものがよく売れて 

います。そして、6 年から 7 年ももつものですが、

品質には非常に気を付けて作られているのです。

アルファ米、おかゆなども 2，3 倍売り上げを伸ば

していました。魚の煮つけは 10 倍以上売れていま

す。 

 ほかにもカゴメの野菜ジュースは 2 倍ほど、ス

ープも 4 倍売れていて、里芋のそぼろ煮は 19 倍

も売れています。 

 コロナ禍のなかで飲食店では不安なので、巣ご

もりして家で食べるそれは安全なものが良いとい

う傾向が顕著です。 

 

   
（色々な災害食） 

 

 しかし、最近のにわか仕立てで作っているテイ

クアウトは衛生的に危ないと思います。 

 これまで災害食はあまり必要ないとの認識であ

りましたが、コロナ禍で見直され、安全なもので

あるとの評価を得ました。また、近時の健康志向

というものも反映さています。 

 きちんとコロナ対策をしていて、体調を改善す

るような食事を提供する店は繁盛して欲しい。だ

から全部の店を開店時間を短くするのではなく、

そのようなきちんとした店は平常どおりに営業し

たら良いと思っています。悪平等だと思います。 

 

 災害時の孤立集落のようなところは備蓄をして

おかないと生きていけないのです。保存食、非常

食と呼び名は色々ですが、梅干しや漬物のように

私たちは古くから食品を長く食べられるように工

夫してきました。そのような知恵を大事にしなけ

ればならないと思います。 
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《質疑応答》 

 

（宮崎理事） 

 

   
 

〇マスクの使いまわしはどのようにしたよいか。 

 

〇焼き肉を食べる予定ですが、どのように食すれ

ば良いかお教えください。 

 

（奥田先生） 

 

〇マスクは洗面器に水を張り、洗剤を入れて押し

洗いをします。そして流水で流し、乾いたらアル

コールを吹きかけておけば良く、後は何かに吊り

下げておけばよいと思います。ただ、使い捨てマ

スクの使いまわしは止めてください。 

 

〇焼き肉はあまり食べないほうが良いと思います。 

 免疫力が弱っているときは野菜を食べてくださ

い。私は野菜しか食べませんがあまり病気などに

なりません。  

今また鳥インフルエンザが流行り始めています。

動物の肉は加熱を十分にすることが必要です。 

 

（川端 副会長） 

 

〇今日お話になった災害食などはどこで購入でき

ますか。 

 

   
 

（奥田先生） 

 

〇東急ハンズなどでも良いし、缶詰などはスーパ

ーや生協でも買えると思います。 

 また、アルファ化米などはホームセンターなど

でも売っています。 

 

《川端副会長 お礼のことば》 

 

コロナ禍のなか、ご講演ありがとうございまし

た。 

Go to eatとか消費者側からの話はよく聞くので

すが、提供者側からの視点でのお話は興味深いも

のがありました。  

また、家庭内での対応なども教授いただきあり

がとうございました。今日のご講演の内容を業務

ばかりでなく、生活の中にも活かしていきたいと

思いました。 

本日はどうもありがとうございました。 
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会 員 寄 稿 

『衣食足りて礼節を知る？』 

    （株）池内工務店 

代表取締役 池内 修（当会幹事） 

 

 

迷惑なコロナ禍 
 

ドライブや旅行など遠くへ出掛けることが好な

私ですが、新型コロナウイルスの感染拡大で、万

が一のことを考えると歳が歳だけに、どこへも出

掛けることが出来ないので寂しい思いをしていま

す。銀行の担当者の中には、単身赴任にも関わら

ず「仕事とは言え、5 月の連休やお盆休みにも帰省

することも、家族に会うことも出来ず、大変な思

いをしています」と嘆いている人がいました。そ

れに比べたら、遠出ができないくらいで嘆いてい

るのは贅沢かもしれません。 

 

自衛隊は軍隊？！ 
 

遠くへ出掛けると言えば昨年、明石商会所が行

った石川県への視察旅行に参加した時のことです。

視察先の 1 つに、航空自衛隊小松基地がありまし

た。 

行かれた方も多いとは思いますが、基地に到着

すると、バスから下りる前に、広報班の隊員が乗

ってきて、事前説明が行われました。「基地の中で

はカメラ撮影ができる場所と角度も決められてい

るので、勝手に撮影しないようにして下さい」続

いて「戦闘機や隊員を遠巻きで撮るのは良いです

が、隊員が特定できるような撮り方は止めて下さ

い」更に「携帯での撮影は、画像と伴に時間や場所

が特定できるデータが一緒に記録されてしまいま

す。それを SNS で投稿されてしまうと戦闘機が何

時何分に基地のどこで、隊員の誰が整備に当たっ

ていたのかを知られてしまうので止めて下さい」

と言われ、改めて自衛隊は「やっぱり軍隊なんや」

と思い知らされました。 

ちょっとした事が軍事機密に当たる事も知り一

歩基地に足を踏み入れると緊張感が漂っていまし

た。 

基地内では F15 戦闘機が 10 数機、滑走路の端

に集められて整備しているところでした。 

案内係が、コックピットの横に、ローマ字で名

前が書いてあるのを示し「あれはパイロットでは

なく、整備責任者の名前が記されています」理由

は「パイロットは勤務の巡りで、どの機に乗るの

か分かりません。だから、パイロットの命を守る

機体を整備する隊員は、重大な責任を担っている

わけで、誇りを持って作業に当たっている想いを

表したものです」と説明されると「なるほど、それ

でコックピットに乗り込むときに、パイロットか

ら見えるような所に書いてあるんか」と、納得。 

「建築工事でも、誰がどの場所を作ったか分かる

ようにしたら、誇りと責任を持って仕事に当たれ

るかも知らんな」と、思いました。 

その間にも訓練かスクランブルか分かりません

が、戦闘機が何機も飛び立っていきました。 

 

 

 

 

 

 

パイロットは飛び立つときに「無事に帰る」を

合い言葉にしているそうです。 

国民の生命と財産を守る自衛隊機を墜落させて、

一般人に被害を与える事は絶対に避けなければな

らない事です。次に一生懸命機体を整備した隊員

の想いを裏切ることになる。その次に貴重な税金

で購入している機体を損失させてはならないとい

う理由からだそうです。自分の命はその次です。 

 
https://news.livedoor.com/article/detail/15525686/ 

 

昨年 4 月、青森県の三沢基地の沖合で、最新鋭

の F35 が海上に墜落して捜索しているニュース

が流れていました。 

 
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO43603810R1

0C19A4000000/ 

 

もし墜落しそうになると市街地を避けるように

機体を誘導して、あくまで姿勢の回復を図ること

をパイロットは恒に考えているそうです。 

それでも、ぎりぎりまで操作を続け、墜落が避

けられないとなれば脱出するそうです。過去には、

市民や整備した隊員に迷惑が掛かる事を避けるた

めに、墜落間際まで回復操作を続けて、脱出した

が間に合わず殉職した事故も何度かあったそうで 

航空自衛隊小松基地 

（整備中の F15 戦闘機） 

https://news.livedoor.com/article/detail/15525686/
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO43603810R10C19A4000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO43603810R10C19A4000000/
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す。外国のパイロットは最低限の事はやって、す

ぐに脱出してしまうそうです。 

「自分の命を顧みず、他人の事を思いやる姿勢

の持主で無ければ、自衛官は務まらない職業やな」

と思いました。 

 

自衛隊も人手不足で「誰か身近な人で自衛隊に

入りたいと言う人がいたら紹介して下さい」と言

われていました。「こうなったら徴兵制度やな」と

誰かが言っていたのを聞いた案内係が「徴兵制度

になったら事故が増えるので駄目です」と言うの

を聞いた私は「え！」と思いました。「士気が下が

って、いろんなところに綻びが出るからです。現

に徴兵制度がある国では、事故が多く発生してい

ます」と言われたので「なるほど、そうか！」と腑

に落ちました。 

そういうと、大きな格納庫で F15 を分解して整

備している部隊の作業風景を見せて貰ったきに、

一機当たり 10 数人でエンジンや操縦装置、武器な

どの班を編制してマニュアルらしき物を手にした

責任者の指揮の下、各班がキビキビとした姿勢で

当たっていました。 

「徴兵で、無理やり入隊させられた者が整備した

戦闘機に乗るパイロットの気持ちを考えたら、不

安で任務に専念する事ができんわな」と、納得。 

陸海空の自衛隊は、近代的な装備で、それ相応の

プロ意識を持っている者でなければ務まりません。

「その中に無理やり入隊させられた素人が紛れ込

むと、事故が起きて足を引っ張るだけやな」・・・

建築現場に例えたら想像が出来ました。 

 

最近の世界情勢は、米中の貿易摩擦や南沙諸島

での両軍の演習、相手国の領事館を閉鎖させるな

ど、きな臭い展開になってきました。日本周辺で

も尖閣諸島へ毎日繰り返されている中国公船の領

海侵入、北朝鮮問題や日韓対立に至るまで不安材

料が山積しています。小松基地で戦闘機を整備し

ていた自衛官やパイロットたちは、今頃どのよう

な思いで世界情勢を見て、任務に当たっているの

か聞いてみたい気もします。 

 

※ちなみに、自衛隊の迷彩服の柄は、陸・海・空で

それぞれ違うそうです。説明を聞くまで一種類し

か無いと思っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

自分の体を守れない者は人を守れない 
 

むかし、私が現場管理をしていた頃、工事が完

成し、消防検査を受けていたときのことです。 

私が１ｍ位の段差を地面に飛び降りた後で振り

返ると、査察官が腰をかがめ、手を床に着いて、体

を支えながら地面に足が着くまで慎重に降りてい

ました。 

私の目を不審に感じたのか「少しの高さでも、

腰や足を痛めることが有るので、飛び降りること

は絶対しません。『自分の体を守れない者は人を守

れないから』と、消防学校で最初に教え込まれる

基本です」と、言われました。その時は私も若かっ

たので聞き流していましたが、６０も半ばを過ぎ

て、階段を降りただけで膝を痛めたり、ジャンプ

しただけで腰を痛める体になってから、あのとき

の査察官の話が身にしみて分かるようになりまし

た。 

 

警察官や消防士、自衛官と同じ使命？！ 
 

阪神淡路大震災以降、日本列島は地震の活動期

に入ったと言われています。また、温暖化の影響

で数十年、或いは数百年に一度の豪雨災害が毎年

のように起こっています。国土交通省では、ハザ

ードマップをこれまでは「50～150 年に 1 回程

度」の大雨を想定していたものを「1000 年に 1

回」に改める程になりました。 

 
https://s.nikkei.com/3kskGz6 
 

建物や河川、道路や橋など、インフラの基準も

これから改訂されてくるものと思います。この先

益々、建設産業に寄せる期待と社会的責任が大き

くなってくるはずです。  

建築に限って言えば「衣・食・住」の語源になっ

ている「衣食足りて礼節を知る」にはなぜか「住」

が入っていません。 

それは、極寒の冬・酷暑の夏など過酷な気候、地

震や台風などの災害、外敵から身を守る鎧代わり

になる「住」が基本に有った上での「衣食」がある

からだと思います。 

そのことから、人の生命と財産を守ることが「住」

に当たる建築に携わる者の使命だと思います。そ

の意味で警察官や消防士、自衛官と同じ使命を負

っていると言っても言い過ぎでは無いと思います。 

 

一昨年に滋賀県で迫撃砲が演習場外に着弾して

車を破損させた事故や三沢基地沖の F35 の墜落事

https://s.nikkei.com/3kskGz6
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故、自衛隊が事故を起こすと大きく報道される、

重大事故が多く発生しているイメージが付いてい

ます。しかし、毎日のように、どこかの現場で転落

や墜落災害を起こしている建設業界、職務中に事

故で亡くなる人の数は、自ら身を挺して市民を守

る警察官や消防士、自衛官に比べ圧倒的に多いの

は間違いありません。なにも身を賭すまで求めて

いないにも関わらずです。しかも、工事が原因で

一般市民を巻き込み、死亡や負傷させる第三者災

害も桁違いに多く起こしています。 

 
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60856780W0A

620C2AC8Z00/ 
 
https://www.sankei.com/affairs/news/170502/afr170502

0023-n1.html 

 

この違いは何か？ 

はっきり言って「志」だと思います。 

 

長く続けていると・・・ 
 

池内工務店は日本赤十字社と共に、平成 6 年か

ら献血活動を行って、今年で 26 年になります。毎

年 2 月と 10 月の二回、明石駅前で行っています。 

先に述べたように建設産業は労働災害が多いので

「献血で少しでも早く社会復帰に貢献できたら」

という思い発端です。 

 

 
 

 

 

 

献血を始めた翌年の平成 7 年 1 月 17 日に起き

た阪神淡路大震災で、倒壊や火災に見まわれた建

物の悲惨な状況を目の当たりにした事に加え、貴

重な人命が奪われ、負傷された方々のことを思っ

たときから、献血活動に対する目的がもう一つ加

わりました。ちなみに、当社の進行中の現場が西 

宮や灘、新長田に有りましたが、幸いにも最小限

の被害で済みました。 

献血は毎回、1人でも多くという思いもあって、

当社の社員は言うまでも無く、事前に協力業者や

取引銀行、各団体にも協力を呼びかけています。

もちろん通りがかりの人にお声かけして、大勢の

方に協力いただいています。中でも学校帰りの高

校生が多いのに驚かされます。日本赤十字社にも

毎回喜んで頂いています。 

何事も長くやり続けていると、思いもよらない

良いことがあります。それは日本赤十字社や兵庫

県知事、厚生労働大臣から感謝状や盾を頂いたり、

全国建設業協会から表彰して頂くことが出来たか

らです「地道にやっていると良いことがあるなぁ」

と社員一同喜んでいます。 

 

 

 

 

 

令和２年２月の光景 

（あかし市民広場にて） 

平成６年当時の光景 

（明石駅前ロータリにて） 

（日本赤十字社金色有功章） 

（兵庫県知事感謝状） 

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60856780W0A620C2AC8Z00/
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO60856780W0A620C2AC8Z00/
https://www.sankei.com/affairs/news/170502/afr1705020023-n1.html
https://www.sankei.com/affairs/news/170502/afr1705020023-n1.html
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今年は、コロナ禍で密を避けなければならない

社会情勢になりました。社内で「献血が出来る状

況では無いな！」という話になり、日本赤十字社

の担当者に問い合わせてみることにしました。す

ると「コロナに関係なく輸血用血液は常に不足し

ています。コロナ騒ぎで血液が集まらない状況の

こんな時こそ是非お願いします。」と言われて、

思いを強くして 2 月に行うことが出来ました。 

 

 

 次回は令和 3 年 2 月に行う予定をしています

が、感染が再拡大している状況で、行えるのか心

配しています。もし出来ることになれば、お知ら

せするのでご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

特 別 寄 稿 
 『兵庫県建設業育成魅力アップ協議会による 

若年者の建設業への入職促進』 
 

 兵庫県県土整備部県土企画局総務課建設業室 

 

建設業界では、高齢化・人手不足が深刻であり、

労働力の確保や円滑な技能継承などが課題となっ

ています。 

兵庫県では、建設業界で働く人材を確保するた

めに「兵庫県建設業育成魅力アップ協議会」を設

置し、建設業のイメージアップや建設業への若年

者の入職促進などに取り組んでいます。 

本稿では、官民連携による協議会での取り組み

をご紹介します。 

 

１ 兵庫県の建設業界を取り巻く状況 

(1) 建設投資 

兵庫県内の建設投資は、平成 7年度の約 4.8

兆円をピークに減少傾向が続き、平成 23年度

は平成 7 年度と比較して約 27％（1.3 兆円）

まで減少しました。平成 24年度から上昇に転

じ増加傾向が続いており、今後も国土強靭化

のための緊急対策による増加が予想されます。 

(2) 建設業許可業者数 

兵庫県の令和 2 年 3 月末現在の建設業許可

業者数は 19,275者で、前年同月比 214者（＋

1.1％）の増加となっています。2 年連続で

19,000者を上回ることとなりましたが、許可

業者数が最も多かった平成 12 年 3 月末時点

（25,536 者）と比較すると、▲6,261 者（▲

24.5％）の減少となっています。 

 

２ 建設業就業者の状況 

(1) 建設業従業者数及び年齢構成 

県内の建設業従業者数は、国勢調査によれ

ば平成 7 年の 258 千人をピークに減少し、平

成 27年では 156千人（平成 7年比で▲約 40％）

となっています。また、全産業の従業者に占

める割合も減少しています。 

年齢構成は、就業構造基本調査（平成 29年

度）によれば、労働者に占める 55歳以上の割

合は約 33％、34 歳以下の割合は約 14％とな

っています。 

(2) 建設業への入職者数（高校新卒） 

高校新卒者（平成 31年 3月卒）の建設業へ

の就職者数は、厚生労働省の調査によれば 357

人となっており、近年は増加傾向となってい

ましたが、前年比で減少（▲71人）していま

す。 

また、同調査における求人数は 1941 人で、

（厚生労働大臣感謝状） 

（全国建設業協会表彰状） 

（全国建設業協会表彰「神戸新聞掲載」） 
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近年、急速に増加（H26.3→H31.3で 2.91倍）

し、就職者数を大幅に上回る状況となってい

ることから、充足率（求人数に対する就職者

数の割合）は低下を続けています。 

 

３ 兵庫県建設業育成魅力アップ協議会 

(1) 背景 

   地域づくりの担い手である建設企業が、将

来を担う若年入職者を確保し、若い世代に技

術を継承できるよう、建設人材の確保・育成

を支援していく必要があるため、関係行政機

関や建設業者団体等で構成する協議会を設置

し、建設産業の持続的な発展を図るための取

り組みを進めることとなりました。 

 (2) 協議会の概要 

① 目的 

建設業に対する県民の正しい理解とイメ

ージアップ、若年入職者の確保等を図り、

建設業が担う社会基盤の整備の円滑な推進

を図る。 

  ② 設置時期 

    平成 26年 4月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 令和 2年度事業計画 

(1) 建設業の魅力発信の拡充・強化 

新聞紙面での PR をはじめとした建設業の

魅力発信に取り組むとともに、小中学生向け

建設業体験イベントへの参加団体を広く呼び

かけるなど魅力発信の拡充・強化を図ります。 

また、女性の建設業への入職促進のため、

「女子高校生と女性技術者との交流セミナー」

の開催などにより、建設業の魅力発信に取り

組みます。 

(2) 工業高校生等に重点をおいた高校新卒者の

入職促進 

工業高校からのインターンシップ等を受入

れるとともに、資格取得支援講習会や出前説

明会等の開催、工業高校生保護者を対象とし

た現場見学会など工業高校等との連携を強化

し、事業を推進します。 

また、定時制高校、農業土木科への出前説

明会も引き続き実施するなどし、各高校等と

の連携強化に努めます。 

(3) 建設技能者の確保・育成 

建設業界が設置した建設産業団体連合会と

も連携しつつ、三田建設技能研修センター等

を活用した訓練事業による人材確保・育成の

ほか、就職内定者や社員等を対象とした研修

会等により若年者の定着促進に取り組みます。 

 

４ 主な事業紹介 

(1) 新聞紙面による情報発信 

建設業に携わる｢人｣に着目し、社会基盤整

備と建設業の魅力を発信するため、新聞紙面

を活用した特集記事を掲載しています。当該

事業は、掲載新聞社の広告賞を受賞するなど

高い評価を得ています。 

読者アンケートでも、好意的な意見が多く

寄せられるなど、建設業のイメージアップに

大きな成果をあげています。 

(2) 技術者が建設業の魅力を伝える魅力説明会 

   現役の技術者・技能者が、工業高校、定時制

高校等に出向いて建設業の魅力を伝える説明

会を平成 27 年度から開催しており、平成 31

年度は延べ９校 355人が参加しました。 

参加者アンケートでは、「建設業のイメージ

がよい」と回答した割合が説明会前後で 34％

から 2倍超の 77％となり、また、多くの好意

的な感想が寄せられるなど、建設業のイメー

ジアップに大きな成果をあげています。 

 
(3) 女子高校生と女性技術者との交流セミナー 

平成 31年度の新規事業として、県内工業高

等学校の女子高校生と、(一社)土木技術者女

性の会及び兵庫県建設業協会会員企業の女性

技術者との交流セミナーを開催しました。 

この交流セミナーでは、建設業で働く女性

特有の工夫や働きがいをテーマとした基調講

 

【協議会のイメージ】 
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演、パネルディスカッション、意見交換会を

行いました。 

意見交換会は、女子高校生と女性技術者が

グループに分かれて、話しやすい雰囲気で建

設業の現状や働きがいなどについて話し合っ

たほか、女子高校生から資格取得、職場環境、

卒業後の進路について熱心な質問が続き、大

変有意義なものとなりました。 

 

(4) 工業高校生保護者を対象とした現場見学会 

保護者は高校生の進路決定に大きな影響力

を持っていることから、建設業の現場を見て

いただき、建設業の現状ややりがいを知って

いただくために、工業高校生の保護者を対象

とした現場見学会を開催しました。 

見学会では、現場の企業担当者からの説明・

案内や、若手社員の体験談などを通じて建設

業界の現状を知っていただく良い機会となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ さいごに 

  近年多発する自然災害への対応に加え、社会

基盤の計画的・効率的な整備や老朽化対策も求

められています。 

兵庫県建設業育成魅力アップ協議会での取り

組みを通じて、地域の守り手であり、地域経済

の担い手である建設業の維持・発展に努めてま

いりたいと考えています。 

Ⅳ  お知らせ 

 

◎ 黄綬褒章の受賞 

 

当会顧問で元兵庫県建築士会会長の宮宅勇二 

氏が令和 2 年度秋の褒章で黄綬褒章を受章され

ました。おめでとうございます。 

 

◎令和 2 年度兵庫県優秀施工者表彰 

  

この度、令和 2 年度兵庫県優秀施工者表彰で

当会から推薦しておりました丸正建設（株）の 

高橋さんと（株）柄谷工務店の皿海さんの受賞

が決まりました。おめでとうございます。 

 なお、表彰式は 12 月 11 日（木）兵庫県公館

で行われます。 

 

◎ 行事案内 

１ 令和２年度第５回理事会 

 日時：令和２年１２月１０日（木） 

    １６：００～１７：００ 

 場所：東急 REI ホテル 

 

２ 第４８９回月例会 

日時：令和３年２月３日（水） 

   １３：００～１４：００ 

場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：「建築物、内装のデザインが意匠権の 

    保護対象に加えられました ！」 

講師：有古特許事務所 

      弁理士  市川 友啓 氏 

 

３ 第４９０回月例会 

 日時：令和３年３月１１日（木） 

    １３：００～１４：００ 

 場所：東急ＲＥＩホテル 

演題：「永久に母なる山 摩耶山」 

   ～神戸に遺る空海の足跡～ 

 講師：摩耶山天上寺 

      副管主 伊藤 浄真 氏 
 

なお、これら行事につきましては、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止に鑑みて、中止、延期等が想定されま

す。 変更等のお知らせは郵便、メール等でご案内しま

すのでご了知ください。 

 

 

 
事務局 ： 吉本義幸、石井滝実子 

電 話 ： 078－996-2851 

F A X   ：  078－996-2852 

Email  ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 
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住宅保証機構株式会社 住宅瑕疵担保責任保険「まもりすまい保険」 

① 当センターで「兵庫すまいづくりクラブ」に入会・保険申込いただけると、住宅保証機構株式会社 

認定団体である「関西すまいづくり協議会」団体割引制度が利用可能。 

※本団体が定める品質管理基準に適合が条件 

② 共同住宅大規模物件割引：１住棟の保険申込数が 20 戸以上の場合、全住戸に対する保険料が割引。 

③ ＷＥＢ申込で「オンラインサービス」申込利用割引。 

                                          

お見積り、お問い合わせは 

（公財）兵庫県住宅建築総合センター 

〒651-0088神戸市中央区小野柄通 7丁目 1番 1号（日本生命三宮駅前ビル 7階） 

℡078-252-0092 fax078-252-0096 

詳しくは ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍａｍｏｒｉｓ．ｊｐ／ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


